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【誤訳訂正書】
【提出日】平成29年10月6日(2017.10.6)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９７】

【表７】

　化合物１は主として３ｍＬの６０％ａｑＥｔＯＨで溶出したが、幾らかの化合物１は３
ｍＬの５０％ａｑＥｔＯＨ及び３ｍＬの７０％ａｑＥｔＯＨでも観察された。８５％のビ
ニルが３ｍＬの７０％ａｑＥｔＯＨで、最後の１５％が３ｍＬの８０％ａｑＥｔＯＨで溶
出した。溶出前かつ５ｍＬの水での洗浄の後の５０％ａｑＥｔＯＨによる洗浄がヒドロキ
シの除去に効果的であることが示された。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１００
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１００】
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【表８】

　ヒドロキシの除去は実施例５に記載した方法と比較して減少するが、化合物１の損失は
少ないのが観察された。化合物１は主として３ｍＬの６５％ａｑＥｔＯＨ洗浄で溶出した
。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１０】
　図１は、実施した試験の詳細、例えば初期活性、非補正合成終了時（ＵＥＯＳ）収率、
放射能濃度（ＲＡＣ）、放射化学的純度（ＲＣＰ）、並びにＳＰＥプロセスで分離された
各々の化合物（全てＳ－エナンチオマー化合物）の量を提供する。９５％を超えるＲＣＰ
値が常に達成された。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】

【図１】
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